【記入例】
実務経験証明書

１　証明対象者氏名、生年月日及び住所
	ふりがな
	
	生年月日

	氏名
	
	昭和・平成
	　　  年　　月　　日

	住所
	



２　従事期間、従事内容等
	施設の名称
	職種
	業務内容
	従事期間
	総勤務時間

	
	
	
	　　 年　月　日から
　　 年　月　日まで
	　　時間

	
	
	
	　　 年　月　日から
　　 年　月　日まで
	　　　時間

	
	
	
	　　 年　月　日から
　　 年　月　日まで
	　　　時間



【該当するものにチェック（レ）をしてください。】
☐上記の者は、放課後児童健全育成事業の設備運営に関する基準（以下、「基準」という。）第10条第３項第３号に規定する「２年以上児童福祉事業に従事した者」であることを証明します。
☐上記の者は、基準第10条第３項第９号に規定する「２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者」であることを証明します。
☐上記の者は、基準第10条第３項第10号に規定する「５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者」であることを証明します。

　　　　令和７年　月　日

【証明者】
法人等の名称：　　　　　　　　　　　　　　
代表者名：　　　　　　　　　　　　㊞　
所在地：　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　　　　　　　




実務経験証明書

１　証明対象者氏名、生年月日及び住所
	ふりがな
	とちぎ　はなこ
	生年月日

	氏名
	栃木　花子
	昭和・平成
	62年１月１日

	住所
	栃木県宇都宮市塙田〇－〇－〇〇



[bookmark: _GoBack]２　従事期間、従事内容等
	施設の名称
	職種
	業務内容
	従事期間
	総勤務時間

	○○学童クラブ
	補助員
	・児童の育成支援補助
・保護者対応　　など
	平成31年 ４月 １日から
令和６年 ６月 30日まで
	5,000時間

	
	
	
	　　年　 月　 日から
　　年　 月　 日まで
	　　時間

	
	
	
	　　年　 月　 日から
　　年　 月　 日まで
	　　時間



【該当するものにチェック（レ）をしてください。】

☐上記の者は、放課後児童健全育成事業の設備運営に関する基準（以下、「基準」という。）第10条第３項第３号に規定する「２年以上児童福祉事業に従事した者」であることを証明します。（※１）
☐上記の者は、基準第10条第３項第９号に規定する「２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者」であることを証明します。（※２）
上記の者は、基準第10条第３項第10号に規定する「５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者」であることを証明します。

　　　　令和７年７月10日
【証明者】
法人等の名称：　社会福祉法人　〇〇福祉会　
代表者名：　　栃木　太郎　　　　　㊞　
所在地：　栃木県宇都宮市〇町〇－〇　
電話番号：　０２８－〇〇〇－〇〇〇〇　
【注】
※１　児童福祉事業とは、放課後児童健全育成事業をはじめとして、地域子育て支援拠点事業、家庭的保育事業、一時預かり事業、小規模保育事業、事業所内保育事業、その他児童福祉法に根拠のある事業及び保育所、幼保連携型認定こども園、児童厚生施設（児童館・児童遊園）、乳児院、児童養護施設、児童家庭支援センター等の児童福祉法第7条に記載されているものをいいます。
※２　放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者とは、放課後子ども教室に従事していた者や民間学童保育（児童福祉違法上の「放課後児童健全育成事業」の届出を行わずに実施している類似の事業）など児童の遊びの場を提供する事業において遊びを通じて児童と積極的、かつ、継続的なかかわりを持った経験のある者をいいます。
　　ここでの「継続的」とは、２年以上従事し、かつ、そう勤務時間が2,000時間程度あることが一定の目安です。
